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施設の概要 
• 総合周産期母子医療センター 

• 母体救命対応周産期センター 

• WHO/ユニセフ認定 Baby Friendly Hospital 

• 2013年診療実績：分娩3138件（高年49％） 

 帝王切開術646件 母体搬送受入200件  

 母体救命搬送24件 婦人科手術543件 

 外来患者：産科160-220人/日 婦人科80- 

    120人/日 

• 産婦人科医師数：常勤医25名 非常勤医3名 
初期研修医6名 

  

 

スタッフ数も業務量も多い 

周産期「最後の砦」として 

救急・母体搬送・救命搬送に対応 

 

平日昼と夜間休日では対応能力に 

大きな差あり 

 



木戸道子：「医師のワークライフバランス改善．女性医師支援、勤務体制の工夫」
（労働の科学 vol 67, No10, 606-609, 2012） 

家族と夕食をとってから
出勤できるように 

杉本充弘前副院長 

周産母子小児センター顧問 

2009年6月導入 
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連続勤務30時間以上 

帰宅前後は家事育児に追われ 

心身休まる間もなし 

 

交代勤務制導入前 
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夜勤帯は仕事に集中 

フリーの時間で家事・育児・
介護・自己研鑽・健康管理 

交代制勤務導入後 

長時間連続勤務は無理でも 

これならできる！ 



木曜 金曜 土曜 日曜 月曜 

夜勤 夜勤 遠距離介護や老親の世話 

曜日を選べば 

特別な休暇をとらなくても 

まとまったオフが取得可 

介護による離職を防止 



疲労による医療事故防止 

救急受け入れ率向上 

接遇改善 

「疲れた顔で診療している」など 

クレームの投書も減少 

患者さんに笑顔で！ 

 



交代制勤務導入 

2012年には
3129件に！ 

産婦人科診療稼働額
増加により 

病院収益も向上 



妊娠出産により 

就業率の大幅な低下 

医師も例外でない 



家事育児のアウトソーシングは
日本ではまだ進んでいない 

保育施設の待機児増加は 

社会問題に 



保育園が対応していない 

当直帯・夜間休日の勤務の 

やりくりが問題 



小学校入学 

学童保育、学校行事、受験 

新たな壁が 

当直明け朝のお弁当作りも
どうしよう？ 



学童期以降も 

仕事と家庭の両立の悩みは多い 



「長時間勤務・時間外は無理」
当直「免除してもらっている」 
職場に居づらい環境 



学会託児所設置も増えたが 

家庭と仕事だけで手いっぱい 

学会・研究など学術活動や 

医師会・委員会等の管理業務はつい後回しに 

→意思決定の場に現場の声が届かず改善につながらない 
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「女性医師支援」「勤務緩和・免除」よりも 

「交代制勤務」で 

性別・年齢にかかわらず人間らしい生活を 



産婦人科医全体の3分の2が女性 

管理職の3分の2が女性 

男性も女性も同様に夜勤や長日勤を担当 

↓ 

「女性の活用」 
「共同参画」を実現 



＜交代制勤務の課題＞ 

• 勤務表や外来担当表の作成が必要 

• 収入面：当直料がなくなり収入が減少することも 

 夜間休日の勤務を評価するシステムが必要 

• 診療面：外来担当曜日が固定しにくい 

• 患者の理解：日中に主治医が不在 

 チーム診療の促進 診療の質を一定に 

 診療ガイドラインの活用 

• 研修面：研修医は経験を増やしたい要望あり 

• 一定の業務量と人数が必要 

 すべての施設・地方で可能なわけではない 

 

 

 

 

 

 

 

 



交代勤務制度がある 

63施設 

当直翌日の勤務緩和実施 

193施設 

実際に運用できているのは 

さほど多くない 

産婦人科勤務医の待遇改善と女性医師の就労環境に関する 

アンケート調査（2013年）（日本産婦人科医会） 
（分娩取り扱い施設  795施設から回答） 



医療機関の勤務環境改善へ 

各方面から取り組みが 

ようやく進みつつある 

 

妊産婦・女性の健康を 

サポートする産婦人科医が 

ワークライフバランス改善に努め 

情報発信していく意義は大きい 

 

ご清聴有り難うございました 

（イラストは日本産婦人科医会「女性医師支援情報サイト」による） 


